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主
な
内
容 

ピカピカの一年生

４月５日（日）、上小阿仁小学校と上小阿仁

中学校合同の入学式が挙行されました。

今年の新入学児童・生徒は、小学校が12人、

中学校が17人です。

4月12日は秋田県知事・秋田県議会議員補欠選挙の投票日
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３
月
８
日（
日)

、
上
小
阿
仁
中
学

校
の
卒
業
証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
、

中
学
校
の
卒
業
生
と
な
る
第
62
期
卒

業
生
27
名
が
、

３
年
間
の
中

学
校
生
活
に

別
れ
を
告
げ
、

そ
れ
ぞ
れ
の

新
た
な
道
へ

第
一
歩
を
ふ

み
だ
し
ま
し

た
。

３
月
20
日
（
金)

、
春
彼
岸
の
伝
統

行
事
で
あ
る
万
灯
火
（
マ
ト
ビ
）
が

上
小
阿
仁
村
の
各
地
区
で
次
々
に
灯

さ
れ
、先
祖
の
供
養
を
行
い
ま
し
た
。

万
灯
火
は
、
墓
前
で
ワ
ラ
を
燃
や
し

た
こ
と
が
由
来
と
さ
れ
て
お
り
ま

す
。当

日
は
、
無
料
観
光
バ
ス
が
運
行

さ
れ
、
各
地
区
の
工
夫
を
こ
ら
し
た

万
灯
火
を
観
賞
し
ま
し
た
。

「
道
の
駅
か
み
こ
あ
に
」
で
行
わ

れ
た
イ
ベ
ン

ト
に
は
多
く

の
人
が
集
ま

り
、
川
面
に

映
る
幻
想
的

な
万
灯
火
と

花
火
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
楽
し
み

ま
し
た
。

かみこあに伝統行事 

上
小
阿
仁
村
消
防
団
第
五
分
団
長

の
田
口
幸
直
さ
ん
（
杉
花
）
に
こ
の

ほ
ど
　
日
本
消
防
協
会
よ
り
精
績
章

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

田
口
さ
ん
の
長
年
に
渡
る
消
防
団

員
と
し
て
の
功
績
が
認
め
ら
れ
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

村
で
は
、
４
月
１
日
付
け
で
次
の

と
お
り
職
員
の
人
事
異
動
を
発
令
し

ま
し
た
。

○
配
置
換

▽
総
務
課
付
主
任

橋
　
舞
　
子

（
教
育
委
員
会
主
任
）

▽
総
務
課
財
務
班
主
事

畠
　
山
　
勇
　
輝

（
住
民
福
祉
課
主
事
）

▽
住
民
福
祉
課
住
民
福
祉
班
主
任

大
　
沢
　
陽
　
一（
産
業
課
主
任
）

▽
住
民
福
祉
課
税
務
保
険
班
主
査

（
県
派
遣
）

今
　
野
　
武
　
俊

（
県
健
康
福
祉
部
長
寿
社
会
課
）

▽
産
業
課
長

小
　
林
　
悦
　
次

（
住
民
福
祉
課
課
長
補
佐
）

▽
産
業
課
林
務
商
工
班
主
任

小
　
林
　
逸
　
人（
総
務
課
主
任
）

○
昇
　
格

▽
主
幹
兼
建
設
課
長

加
賀
谷
　
敏
　
明

（
建
設
課
長
）

○
採
　
用

▽
国
保
診
療
所
歯
科
医
師

関
　
口
　
秀
　
峰

▽
住
民
福
祉
課
税
務
保
険
班
主
事

齊
　
藤
　
　
　
泰

▽
教
育
委
員
会
総
務
学
校
班
主
事

畠
　
山
　
佳
　
洋

○
退
　
職
（
平
成
21
年
３
月
31
日
付
）

▽
主
幹
兼
産
業
課
長

萩
　
野
　
栄
　
一

▽
建
設
課
技
能
長

鈴
　
木
　
和
　
男

▽
教
育
委
員
会
主
任
用
務
員

石
　
川
　
チ
　
ヤ

▽
国
保
診
療
所
歯
科
医
師

浅
　
野
　
智
　
昭

４月１日より、上小阿仁村のホームページが一新

されました。

今までより、村の最新情報や「生活便利帳」「ラ

イフイベント」など、さまざまな情報を掲載し、見

やすく、わかりやすくなりました。今後も色んな情

報を発信しますので、ご利用ください。

た
く
さ
ん
の 

　
思
い
出
を
胸
に 

　
　
　
学
び
舎
に
別
れ 

上
小
阿
仁
中
学
校
卒
業
式 

田口幸直さん（杉花） 

精績章授与 

職
員
の
異
動 

の
お
知
ら
せ 

休
館 

山
ふ
じ
温
泉 

４
月
13
日（
月
）
か
ら
４
月

30
日（
木
）
ま
で
、
改
修
工
事

の
た
め
休
館
い
た
し
ま
す
。

アドレスはこちら

http://www.vi l l .kamikoani.akita.jp/

村の 

ホームページが 

新しく 

なりました。 



かみこあに保育園が４月１日から 
認定こども園に認定されました。 
かみこあに保育園が４月１日から 
認定こども園に認定されました。 

認定こども園は…… 

○就学前の子どもに、幼児教育・保育を提供しま
す。 
（保護者の就労形態にかかわらず受け入れ、教
育・保育を一体的に提供） 
 
○何気ない遊びの中から、子どもたちは心躍らせ
るたくさんの発見をしています。その発見の一
つ一つを育て守る教育をします。 
（０～５歳の一貫した育ちを支えます。） 
 
○小学校との連携を強化し、円滑な接続を図りま
す。 
 
○地域における子育てを応援します。 
（すべての子育て家庭を対象に、子育て不安に
対応し相談活動などを実施） 
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村
へ
の
物
品
等
の
納
入
業
者
は
、

２
年
毎
に
、
（
先
回
は
平
成
19
年
２

月
、
今
回
は
平
成
21
年
２
月
）
「
物

品
等
入
札
参
加
資
格
申
請
書
」
の
提

出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

申
請
書
の
中
に
は
、
な
か
ん
ず
く
、

株
式
会
社
の
取
締
役
の
記
載
を
求
め

て
い
る
。

今
般
、
株
式
会
社
Ｋ
社
の
申
請
書

の
中
に
、
取
締
役
と
し
て
村
議
会
議

員
、Ｋ
氏
の
氏
名
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。

地
方
自
治
法
第
92
条
の
２
は
、

★おこなう日 平成21年4月19日（日）
午前６時00分より

★すすめかた 各部落で主要道路・公

園・公民館などの清掃を

中心にお願いいたしま

す。

★集合場所 クリーンアップに参加す

る方は、部落公民館前に

午前５時50分までに集

合願います。

★収集場所 各部落出入口の二ヵ所

（バス停付近）にまとめ

てください。

（収集時間：７時00分～）

★ごみの回収 役場ごみ収集車で回収い

たします。

「
議
員
の
兼
業
禁
止
」
と
し
て
、「
普

通
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員

は
、
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
に
対

し
請
負
を
す
る
者
及
び
…
…
同
一
の

行
為
を
す
る
法
人
の
…
…
取
締
役
…

…
も
し
く
は
監
査
役
…
…
た
る
こ
と

が
で
き
な
い
。」
と
規
定
し
て
い
る
。

議
員
が
本
条
の
規
定
に
該
当
し
た

時
は
、
議
員
の
職
を
失
う
こ
と
と
な

り
、
そ
の
判
断
は
、
議
会
が
行
う
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
相
容
れ
な

い
状
態
は
、
少
な
く
と
も
２
年
は
続

い
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
調

査
期
間
は
現
政
権
発
足
以
降
現
在
ま

で
に
限
定
し
た
。

議
員
の
身
分
に
つ
い
て
は
、
議
会

が
決
定
す
る
と
し
て
も
、
村
は
、
法

令
遵
守
（
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
）
の

観
点
か
ら
し
て
、
こ
の
よ
う
な
議
員

の
地
位
と
物
品
納
入
会
社
の
取
締
役

の
地
位
が
相
容
れ
な
い
状
態
を
そ
の

ま
ま
放
置
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
、

21
年
３
月
３
日
に
村
議
会
議
長
に
対

し
て
、
こ
の
旨
、
口
頭
で
伝
え
た
。

21
年
３
月
11
日
付
同
社
提
出
書
類
の

中
で
、役
員
退
任
手
続
き
が
と
ら
れ
、

村
議
会
議
員
、
Ｋ
氏
が
取
締
役
で
な

く
な
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
の

で
、
こ
れ
ま
で
通
り
、
物
品
等
入
札

参
加
す
る
資
格
が
あ
る
と
決
定
し

た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
再
び
発
生

し
な
い
よ
う
、
当
事
者
諸
氏
は
、
十

分
に
配
慮
す
る
よ
う
望
ま
れ
る
。
な

お
、
村
へ
の
物
品
の
売
り
込
み
等
も

議
員
の
地
位
と
相
容
れ
な
い
事
実
も

申
し
添
え
る
。

村
　
長

「
物
品
等
入
札
参
加
会
社

役
員
と
村
議
会
議
員
の

地
位
は
相
容
れ
な
い
」

３
月
14
日(

土)

、
開

発
セ
ン
タ
ー
で
、
青
森

県
立
保
健
大
学
の
佐
藤

恵
子
教
授
を
講
師
に
男

女
共
同
参
画
社
会
づ
く

り
基
礎
講
座
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

約
40
名
の
方
々
が
参

加
し
、
男
女
の
性
格
の

違
い
、
お
互
い
の
生
き

方
や
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
上
手
な
と
り
方
な

ど
、
自
分
の
体
験
談
を

織
り
交
ぜ
な
が
ら
講
演

を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
３
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
別
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
家
庭
で
の
役
割

な
ど
、
グ
ル
ー
プ
内
で

話
し
合
い
な
が
ら
発
表
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
「
こ
れ
か
ら
の
生
活

に
生
か
し
て
い
き
た
い
。
」
と
語
っ

て
い
ま
し
た
。

交
通
安
全

死
亡
事
故
ゼ
ロ

「
１
０
０
０
日
」達
成

上
小
阿
仁
村
で
は
、
平
成
18
年

６
月
の
交
通
死
亡
事
故
発
生
以

来
、
３
月
17
日
で
、
死
亡
事
故
ゼ

ロ
１
０
０
０
日
を
迎
え
、
役
場
に

お
い
て
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

村
の
交
通
安
全
に
関
わ
る
各
種

団
体
の
出
席
す
る
な
か
、
小
林
宣

康
北
秋
田
警
察
署
長
が
県
警
本
部

長
顕
彰
状
を
小
林
村
長
に
手
渡
し

ま
し
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
記
録
を

伸
ば
す
よ
う
、
交
通
安
全

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

男女共同参画社会づくり基礎講座 

全村一斉
クリーンアップデー

全村一斉
クリーンアップデー
全村一斉
クリーンアップデー
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総
務
課
関
係

１．
高
度
情
報
化
事
業

光
フ
ァ
イ
バ
の
導
入
に
よ
る
、

村
内
高
度
情
報
化
の
一
環
と
し
て
、

総
務
課
に
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア

を
配
置
し
、
村
内
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
立
上
げ
支
援
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

教
育
訓
練
を
遂
行
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
村
内
情
報
レ
ベ
ル
を
高
め
、

情
報
化
社
会
に
乗
り
遅
れ
る
こ
と

が
な
い
よ
う
努
力
し
て
ま
い
る
つ

も
り
で
あ
り
ま
す
。

２．
雇
用
創
出
政
策

こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
臨
時
の
域

を
出
な
い
、
雇
用
創
出
政
策
、
つ

ま
り
、
委
託
事
業
も
し
く
は
直
接

雇
用
形
式
で
、
３
日
か
ら
12
ヶ
月

ま
で
約
28
名
分
の
雇
用
に
対
し
、

生
活
対
策
臨
時
交
付
金
事
業
と
し

て
、
約
１
千
６
百
12
万
１
千
円
を

支
出
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

３．
上
小
阿
仁
村
有
償
運
送

村
内
の
有
償
運
送
事
業
に
は
、

三
つ
の
形
式
が
あ
り
ま
す
。
一
つ

目
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
行
っ

て
い
る
福
祉
移
送
、
二
つ
目
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
行
っ
て
い
る
過
疎
有
償

運
送
、
三
つ
目
は
、
議
会
の
承
認

下
に
こ
れ
か
ら
行
お
う
と
し
て
い

る
公
営
有
償
運
送
事
業
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
三
つ
を
兼
ね
備
え
て
い

る
自
治
体
は
、
県
内
25
自
治
体
で

は
知
り
ま
せ
ん
。
県
内
で
最
も
便

利
な
交
通
網
を
擁
す
る
自
治
体
の

実
現
を
目
標
と
し
て
お
り
ま
す
。

４．
や
ま
ふ
じ
温
泉
指
定
管
理
者

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
を
目

指
し
て
、
指
定
管
理
者
を
募
集
し

た
と
こ
ろ
、
一
団
体
の
申
請
が
あ

り
、
２
月
19
日
と
26
日
に
選
定
委

員
会
を
開
催
し
、
「
山
ふ
じ
温
泉
保

存
会
」
を
指
定
管
理
者
候
補
と
し

て
選
定
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
に

つ
い
て
は
、
全
協
で
説
明
い
た
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

５．
法
務
省
調
査
団
の
訪
問

被
保
護
観
察
者
の
職
業
訓
練
の

環
境
調
査
を
目
的
と
し
て
、
法
務

省
大
臣
官
房
付
検
事
を
キ
ャ
ッ
プ

と
す
る
４
名
、
並
び
に
秋
田
保
護

観
察
所
長
を
キ
ャ
ッ
プ
と
す
る
４

名
の
計
８
名
が
２
月
24
日
午
前
中

に
役
場
を
訪
問
し
、
役
場
職
員
及

び
周
辺
経
済
団
体
責
任
者
〔
大
館

北
秋
田
森
林
組
合
長
、
あ
き
た
北

央
農
協
組
合
長
等
〕
と
意
見
交
換

し
、
当
村
の
施
設
を
見
た
後
、
帰

京
い
た
し
ま
し
た
。

法
務
省
の
目
的
は
、
保
護
観
察

下
に
あ
る
人
々
に
職
業
訓
練
を
含

む
生
活
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
社
会
に
統
合
し
、
再
犯
を
防

止
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

当
方
の
目
的
は
、
こ
れ
に
対
し
、

国
の
こ
の
よ
う
な
試
み
を
支
援
し
、

併
せ
て
、
当
方
の
雇
用
創
出
を
図

る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
法
務
省

に
よ
る
調
査
は
、
始
ま
り
で
は
あ

っ
て
も
、
終
わ
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
こ
れ
か
ら
鋭
意
努
力
し
、

意
見
の
交
換
を
繰
り
返
し
、
雇
用

創
出
の
目
的
に
い
く
ら
か
で
も
近

づ
け
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
雇
用

機
会
の
拡
大
が
具
体
化
す
る
方
向

が
見
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
皆
様

に
ご
相
談
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

次
回
の
調
査
の
あ
る
場
合
に
は
、

村
の
参
加
者
の
数
を
拡
大
し
て
、

状
況
説
明
を
強
化
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

住
民
福
祉
課
関
係

１．
認
定
こ
ど
も
園

認
定
こ
ど
も
園
の
具
体
的
な
運

用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
関
係
の
諸

先
生
の
努
力
に
よ
っ
て
、
小
中
学

校
の
基
礎
と
な
る
教
育
を
行
っ
て

も
ら
う
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。
例
え
ば
、
外
人
教
師
に
よ
る

英
語
の
時
間
の
導
入
、
イ
ロ
ハ
カ

ル
タ
の
遊
び
に
よ
る
、
無
理
の
無

い
識
字
学
習
等
、
様
々
な
ア
イ
デ

ア
に
よ
っ
て
、
基
礎
学
習
が
行
わ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

２．
生
活
環
境
組
合
の

費
用
負
担
問
題

米
内
沢
病
院
問
題
が
あ
る
程
度

の
解
決
の
兆
し
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
た
ん
に
、
今
度
は
、

長
下
の
廃
棄
物
処
理
施
設
の
問
題

が
発
生
し
ま
し
た
。

19
年
度
は
、
１
千
９
百
68
万
１

千
円
〔
平
均
一
人
当
り
６
千
２
３

０
円
〕
、
20
年
度
は
、
３
千
６
百
89

万
円
（
一
人
当
り
１
万
１
千
９
６

２
円
）
、
21
年
度
は
、
６
千
９
万
７

千
円
〔
一
人
当
た
り
２
万
59
円
〕

の
支
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
倍
々
に
増
え
て
い
く
負
担

金
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
は
、

処
分
場
の
閉
鎖
に
つ
い
て
も
即
急

に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

３．
消
防
の
広
域
化

消
防
の
広
域
化
に
つ
い
て
は
、

た
だ
今
事
務
レ
ベ
ル
で
交
渉
中
で

あ
り
ま
す
が
、
当
方
と
し
て
は
、

委
託
シ
ス
テ
ム
で
悪
い
経
験
を
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
強
力
に
一
部

事
務
組
合
方
式
、
或
い
は
、
行
政

の
統
制
が
利
い
た
委
託
方
式
に
す

べ
き
と
考
え
交
渉
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

４．
介
護
保
険
料
の
改
正

介
護
保
険
料
の
決
定
に
つ
き
ま

し
て
は
、
関
係
者
諸
氏
の
努
力
に

よ
り，

高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
回
も
前
回

ど
お
り
、
３
千
８
０
０
円
に
と
ど

め
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

ご
参
考
ま
で
に
、
お
隣
の
北
秋
田

市
は
、
４
千
７
９
５
円
、
大
館
市

は
、
４
千
３
７
２
円
で
あ
り
ま
す
。

５．
北
秋
田
市
・

上
小
阿
仁
村
病
院
組
合

こ
れ
ま
で
の
北
秋
田
市
と
の
交

渉
で
、
一
部
事
務
組
合
を
抜
け
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

上
小
阿
仁
分
の
支
出
が
、
22
年
度

は
、
20
年
度
５
千
17
万
８
千
円
の

約
４
分
の
１
で
、
１
千
25
万
５
千

円
と
な
る
見
込
み
で
す
。
参
考
数

字
を
挙
げ
ま
す
。

19
年
度

４
千
５
百
27
万
２
千
円

20
年
度

５
千
17
万
８
千
円

21
年
度

３
千
６
百
万
円

〔
予
定
〕

22
年
度

１
千
25
万
５
千
円
　
　

〔
予
定
〕

定例会  定例会  
3 月 村議会 

３月３日～３月13日 

〈行政報告要旨〉 〈行政報告要旨〉 
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で
す
。
大
変
に
あ
り
が
た
い
こ
と

で
す
。

し
か
し
、
村
長
と
し
て
は
、
土

日
は
原
則
的
に
休
日
で
あ
り
、
医

師
に
も
同
様
に
休
日
が
必
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
村
民
の
皆
様
と
し

て
は
、
緊
急
か
つ
必
要
な
場
合
以

外
は
、
連
絡
を
遠
慮
す
る
よ
う
、

配
慮
し
て
頂
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

結
果
と
し
て
、
先
生
が
過
労
に
な

ら
な
い
よ
う
、
配
慮
す
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
ま
す
。
で
き
る
だ
け

長
く
、
我
が
村
で
診
療
を
続
け
て

く
だ
さ
る
こ
と
が
当
村
の
願
い
で

も
あ
り
ま
す
。

産
業
課
関
係

１．
地
域
住
宅
モ
デ
ル
普
及
推

進
事
業
の
取
組

国
土
交
通
省
で
は
、
住
宅
・
建

築
関
連
事
業
と
し
て
、
「
地
域
住
宅

モ
デ
ル
普
及
推
進
事
業
」
に
よ
り

長
寿
命
住
宅
の
普
及
に
資
す
る
展

示
住
宅
の
整
備
や
、
生
活
体
験
施

設
の
整
備
等
に
つ
い
て
助
成
を
行

う
予
定
で
、
要
望
額
を
精
査
す
る

た
め
の
調
査
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

村
と
し
て
は
、
地
元
産
秋
田
ス

ギ
を
使
用
し
、
村
内
業
者
で
住
宅

建
築
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想
を

推
進
す
る
絶
好
の
機
会
と
と
ら
え
、

本
村
事
業
者
を
糾
合
し
、
ほ
ぞ
組

み
工
法
と
産
学
官
連
携
に
よ
る
、

長
寿
命
住
宅
の
モ
デ
ル
住
宅
の
建

設
と
し
て
事
業
申
請
す
る
考
え
で

待
機
中
で
あ
り
ま
す
。

２．
〔
定
額
給
付
金
と
リ
ン
ク

し
た
〕
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
（
15
％
引
き
）
の
発
券

〔
上
限
？
〕

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
時
期

的
に
定
額
給
付
金
と
リ
ン
ク
さ
せ

る
こ
と
、
並
び
に
購
入
額
の
上
限

設
定
に
つ
い
て
、
商
工
会
と
協
議

中
で
あ
り
ま
す
。
当
初
は
、
県
側

の
補
助
〔
１
０
０
万
円
〕
を
入
れ

て
、
20
％
引
き
に
す
る
予
定
で
し

た
が
、
県
内
で
プ
レ
ミ
ア
付
商
品

券
事
業
を
実
施
す
る
商
工
会
が
少

な
い
こ
と
か
ら
、
県
で
は
事
業
の

見
直
し
を
す
る
考
え
で
当
初
予
算

を
見
送
っ
て
お
り
、
今
後
の
事
業

化
も
不
確
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

村
と
し
て
は
、
事
務
費
と
プ
レ
ミ

ア
商
品
券
を
併
せ
て
５
０
０
万
円

の
中
で
実
施
す
る
こ
と
に
し
、
結

果
的
に
15
％
引
き
に
い
た
し
ま
し

た
。

教
育
委
員
会
関
係

１．

英
語
教
育：

外
人
教
師

(N
E
T
=N
a
tiv
e
E
n
g
lish

T
e
a
c
h
e
r)(

外
国
語
補
助

員
＝A

L
T
=A
ssista

nt
of

L
a
n
g
u
a
g
e
T
e
a
c
he
r

で

は
な
い)

に
よ
る
英
語
一

貫
教
育
〔
認
定
こ
ど
も
園

か
ら
小
中
学
校
ま
で
〕

国
の
指
針
に
基
づ
い
た
、
こ
れ

ま
で
の
外
国
語
補
助
員
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

シ
ス
テ
ム
が
外
国
人
教
師
を
あ
く

ま
で
も
日
本
人
英
語
教
師
の
補
助

員
と
し
て
自
立
性
を
認
め
な
い
制

度
で
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
こ
の
制

度
は
、
必
ず
し
も
有
効
と
は
見
な

さ
れ
得
無
い
現
状
で
す
。
し
か
も
、

こ
れ
に
村
が
予
算
を
計
上
し
て
こ

の
シ
ス
テ
ム
を
維
持
し
て
い
る
現

状
で
す
。
従
っ
て
、
村
と
し
て
は
、

教
育
委
員
会
及
び
校
長
及
び
現
場

教
師
と
協
議
し
て
、
外
国
人
教
師

を
発
音
と
読
み
方
の
分
野
で
よ
り

自
立
的
に
授
業
を
行
う
こ
と
を
可

能
に
す
る
目
的
で
、
現
Ａ
Ｌ
Ｔ
制

度
に
代
わ
っ
て
、
新
た
に
『
英
語

母
国
語
教
師
』(N

a
tiv
e
E
n
g
lish

T
e
a
c
h
e
r
=N
E
T
)

の
制
度
を
導
入

す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

外
国
人
教
師
に
授
業
に
お
け
る
自

立
性
を
認
め
た
こ
の
制
度
下
で
、

認
定
こ
ど
も
園
、
小
中
学
校
で
の

授
業
を
お
願
い
し
、
幼
稚
園
、
小

中
学
校
で
の
英
語
一
貫
教
育
を
実

現
し
、
日
本
に
お
け
る
ミ
ッ
シ
ョ

ン
ス
ク
ー
ル
並
の
レ
ベ
ル
に
到
達

す
る
こ
と
を
目
指
す
予
定
で
あ
り

ま
す
。

教
育
へ
の
投
資
は
、
本
人
の
為

ば
か
り
か
、
村
全
体
、
県
全
体
そ

し
て
国
全
体
の
未
来
に
対
す
る
投

資
と
心
得
る
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

２．
生
涯
学
習
の
充
実
を
目
指

し
て

平
成
19
年
３
月
、
「
生
き
が
い
を

も
ち
　
心
豊
か
な
村
づ
く
り
に
励

む
　
村
民
の
育
成
を
め
ざ
し
て
」

と
い
う
本
村
の
社
会
教
育
の
理
念

の
も
と
に
中
期
計
画
を
策
定
し
、

時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
生
涯
学

習
の
推
進
に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
村
民
の
意
識
調
査
を
分

析
し
て
み
て
も
、
そ
の
価
値
観
や

学
習
ニ
ー
ズ
は
多
様
で
、
い
か
に

そ
の
要
望
に
応
え
て
い
く
か
大
き

な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
公
民
館
で
は
、
高
齢

者
の
生
き
が
い
づ
く
り
の
一
環
と

し
て
年
間
10
回
「
こ
と
ぶ
き
大
学
」

を
開
講
し
、
様
々
な
学
習
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
一
方
で

は
、
村
民
の
健
康
づ
く
り
の
た
め

に
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
実
施
し
、

更
に
は
、
自
主
サ
ー
ク
ル
の
学
習

の
成
果
を
発
表
す
る
「
芸
能
ま
つ

り
」
や
「
生
涯
学
習
週
間
村
民
の

つ
ど
い
」
を
開
催
す
る
な
ど
、
本

村
の
掲
げ
る
「
臨
床
政
策
か
ら
予

防
政
策
へ
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
に
、
「
健
康
で
長
生
き
長
寿
村
」

の
実
現
に
向
け
た
計
画
の
遂
行
に

努
め
て
参
り
ま
し
た
。

そ
し
て
今
後
、
本
村
に
光
フ
ァ

イ
バ
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
を
に
ら

み
な
が
ら
、
村
民
の
知
的
欲
求
を

充
足
し
、
社
会
の
流
れ
に
も
対
応

で
き
る
よ
う
「
パ
ソ
コ
ン
教
室
」

の
導
入
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

国
保
診
療
所
関
係

１．
新
し
い
先
生〔
医
師
〕
に
つ

い
て
〔
内
科
・
小
児
科
〕

診
療
所
に
新
た
に
有
澤
先
生
が

就
任
さ
れ
て
以
来
、
村
内
の
患
者

数
が
増
え
て
お
り
ま
す
。
と
り
わ

け
乳
幼
児
の
お
母
さ
ん
方
は
、
一

安
心
と
思
い
ま
す
。

し
か
も
、
有
澤
先
生
は
、
非
常

に
好
意
的
に
『
土
日
で
も
、
連
絡

が
あ
れ
ば
診
療
を
す
る
』
と
お
っ

し
ゃ
り
実
行
し
て
お
ら
れ
る
よ
う

固
定
資
産
評
価 

　
　
　
審
査
委
員 

固
定
資
産
評
価 

　
　
　
審
査
委
員 

３
月
定
例
村
議
会
に
お

い
て
、
上
小
阿
仁
村
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
が
決

ま
り
ま
し
た
。

任
期
は
３
年
で
す
。

選
　
任

大
沢
　
正
一
さ
ん
（
下
仏
社
）



い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も
　
生
涯
学
習

　60－9000

生涯
学習センター
だより生涯
学習センター
だより生涯
学習センター
だより

6

募 

集 

平成21年度 〜
健
康
と
生
き
が
い
づ
く
り
〜

第
１
試
合

上
小
阿
仁
中

65
―
35

十
和
田
中

山
　
本
　
中

56
―
50

鷹

巣

中

第
２
試
合

森
　
吉
　
中

73
―
65

八
幡
平
中

井
　
川
　
中

50
―
46

合

川

中

第
３
試
合

上
小
阿
仁
中

43
―
59

山

本

中

森
　
吉
　
中

63
―
74

井

川

中

第
４
試
合

十
和
田
中

51
―
35

鷹

巣

中

八
幡
平
中

44
―
47

合

川

中

３
位
決
定
戦

上
小
阿
仁
中

57
―
61

森

吉

中

決
　
勝
　
戦

山
　
本
　
中

60
―
79

井

川

中

例
年
好
評
を
得
て
い
る
山
野
草

展
示
会
は
、
上
小
阿
仁
村
五
反
沢

山
野
草
愛
好
会
（
代
表
　
山
形
正

雄
さ
ん
）
の
主
催
で
５
月
23
・
24

日
の
二
日
間
に
わ
た
り
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

コ
ア
ニ
チ
ド
リ
を
は
じ
め
多
数

の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
の
で
、

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

山
野
草
展
の
お
知
ら
せ

新
年
度
の
こ
と
ぶ
き
大
学
生
を
、

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

申
込
受
付

４
月
６
日
（
月
）
〜
24
日
（
金
）

対
　
　
象

60
歳
以
上

申
込
方
法

各
地
区
の
こ
と
ぶ
き
連
絡
員
、

ま
た
は
上
小
阿
仁
村
公
民
館

に
あ
る
申
込
用
紙
に
記
入
し

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
と
ぶ
き
大
学
で
は
、
月
１
回
、

年
間
で
10
回
の
活
動
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

講
演
会
・
移
動
研
修
・
小
中
学
校

と
の
交
流
会
な
ど
、
様
々
な
活
動
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

新
規
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。
多
く

の
申
込
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
せ

上
小
阿
仁
村
公
民
館

電
話
（
60
）
９
０
０
０

第
21
回
上
小
阿
仁
村
長
杯
中
学

校
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
万
灯

火
大
会
が
、
３
月
20
日
（
金
）
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

８
校
が
参
加
し
、
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
形
式
で
試
合
が
行
わ
れ
、
多
く

の
人
が
観
戦
し
、
応
援
に
も
熱
が

入
っ
て
い
ま
し
た
。

試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
　
勝

井
　
川
　
中

準
優
勝

山
　
本
　
中

第
３
位

森
　
吉
　
中

第
４
位

上
小
阿
仁
中

村
長
杯
バ
ス
ケ
ッ
ト 

万
灯
火
大
会

万
灯
火
大
会 

万
灯
火
大
会

万
灯
火
大
会 

テ
ニ
ス
コ
ー
ト 

ま
も
な
く
オ
ー
プ
ン 

テ
ニ
ス
コ
ー
ト 

ま
も
な
く
オ
ー
プ
ン 

上
ノ
岱
ス
キ
ー
場
閉
鎖 

上
ノ
岱
ス
キ
ー
場
は
３
月
15
日

（
日
）
を
も
ち
ま
し
て
、
今
シ
ー
ズ

ン
の
運
営
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
４
月
25

日
（
土
）
オ
ー
プ
ン
に
向
け
、
現
在

雪
解
け
の
状
況
を
見
な
が
ら
準
備
を

す
す
め
て
い
ま
す
。

本
年
度
も
よ
り
多
く
の
方
の
ご
利

用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

こ
と
ぶ
き
大
学
修
了
式 

平
成
20
年
度 

こ
と
ぶ
き
大
学
修
了
式 

平
成
20
年
度 

３
月
16
日
（
月
）
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
修
了
式
が
行
わ
れ
、
こ
と

ぶ
き
賞
、
皆
勤
賞
の
授
与
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
こ
と
ぶ
き
賞
（
４
名
）

上
仏
社
　
齊
藤
　
辰
雄

さ
ん

小
沢
田
　
伊
藤
キ
ミ
エ

さ
ん

沖
田
面
　
高
橋
ツ
ヨ
エ

さ
ん

沖
田
面
　
山
田
ヨ
シ
エ

さ
ん

◇
皆
勤
賞
（
17
名
）

上
仏
社
　
齊
藤
金
一
郎

さ
ん

上
仏
社
　
齊
藤
　
タ
ダ

さ
ん

上
仏
社
　
齊
藤
　
辰
雄

さ
ん

福
　
舘
　
加
賀
谷
善
四
郎

さ
ん

福
　
舘
　
加
賀
谷
古
代

さ
ん

福
　
舘
　
北
林
伝
四
郎

さ
ん

沖
田
面
　
伊
藤
シ
ノ
ブ

さ
ん

沖
田
面
　
北
嶋
　
敏
江

さ
ん

沖
田
面
　
北
嶋
　
兵
作

さ
ん

沖
田
面
　
齊
藤
　
富
雄

さ
ん

沖
田
面
　
齊
藤
　
リ
サ

さ
ん

沖
田
面
　
鈴
木
　
敏
夫

さ
ん

沖
田
面
　
高
田
　
良
一

さ
ん

沖
田
面
　
高
橋
ツ
ヨ
エ

さ
ん

大
　
林
　
畠
山
　
リ
エ

さ
ん

南
　
沢
　
鈴
木
一
太
郎

さ
ん

南
　
沢
　
鈴
木
　
ア
エ

さ
ん



い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も
　
生
涯
学
習
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と か だ よ り ん しょ 開館時間は午前９時～午後７時 

ひとり５冊まで、10日間貸出しています。 

★図書館は、生涯学習センター１階、正面玄関から入ってまっすぐ奧です。 

　60－9000

◆

◆
◆

◆
◆

新
し
く
入
っ
た

本
の
紹
介 

新
し
く
入
っ
た

本
の
紹
介 

◆ポトスライムの舟 （津村記久子） 

◆汐のなごり （北　　重人） 

◆告白 （湊　かなえ） 

◆利休にたずねよ （山本　兼一） 

◆華族婦人の忘れもの （平岩　弓枝） 

 （新 御宿かわせみ） 

◆英雄の書 （宮部みゆき）ほか  

※紹介した本の他にもございます。 

　どうぞ、ご来館ください。 

図書館へ直接足を運ぶことの 
できない方へ （交通手段のない方、 

　　　　高齢者の方など） 
読みたい本がある方は、 
司書が配達・回収しますので、
お気軽にお電話ください。 
　60－9000（内線26番） 

 

宅配サービスをご利用ください。

インターネットをひとり30分無料でご利用
いただけます。（カウンターで受付してください） 
※印刷・ダウンロード・メール等はできません。 

無料でインターネット 

上 下 

祝日のため、休館いたします。 

４月29日（水）昭 和 の 日 
５月３日（日）憲法記念日 
５月４日（月）みどりの日 
５月５日（火）子どもの日 

休館日のおしらせ 

平成20年度の利用状況を報告します。 

※なお、５月６日（水）は通常どおり開館します。 

56

月別  来館者数（人） 

767

922922

1119

737
889

797767

1090

842

1099

857

228160
116

213175
311

165

414
322

115114
185

0

200

400

600

800

1000

1200

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

全人数 

うち児童数 

分類別貸出冊数（冊） 

487

147 67

2605

1087

125

485
810810

219195126144
0

500

1000

1500

2000

2500

3000

0（
総
　
記
） 

1（
哲
　
学
） 

2（
歴
　
史
） 

3（
社
会
科
学
） 

4（
自
然
科
学
） 

5（
工
　
学
） 

6（
産
　
業
） 

7（
芸
術
・
 

　
ス
ポ
ー
ツ
） 

8（
言
　
語
） 

9（
文
　
学
） 

Ｅ（
絵
　
本
） 

Ｃ（
紙
芝
居
） 

雑
　
誌
 

800

116

322

卓
球
の
つ
ど
い

４
月
14
日
・
16
日
・
21
日

23
日
・
28
日

５
月
12
日

午
前
９
時
30
分
〜

４
月
16
日
・
23
日

午
後
７
時
30
分
〜

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

太
鼓
の
つ
ど
い

４
月
22
日

午
後
７
時
30
分
〜

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

ユ
ニ
カ
ー
ル
の
つ
ど
い

４
月
16
日
・
23
日
・
30
日

５
月
７
日
・
14
日

午
後
１
時
〜

地
域
セ
ン
タ
ー

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
つ
ど
い

４
月
17
日
・
24
日

５
月
１
日
・
８
日

午
後
７
時
30
分
〜

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室
（
太
極
拳
）

４
月
13
日
、
５
月
11
日

午
後
７
時
30
分
〜

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

こ
れ
ら
に
は
公
民
館
社
会
体
育

の
委
託
活
動
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

か
み
こ
あ
に
総
合
型 

ク
ラ
ブ
活
動
予
定 

か
み
こ
あ
に
総
合
型 

ク
ラ
ブ
活
動
予
定 

か
み
こ
あ
に
総
合
型 

ク
ラ
ブ
活
動
予
定 

か
み
こ
あ
に
総
合
型 

ク
ラ
ブ
活
動
予
定 

か
み
こ
あ
こ
あ
に
総
合
型

に
総
合
型
ク
ラ
ク
ラ
ブ 

ス
マ
ス
マ
イ
ル
イ
ル
活
動
予
定

活
動
予
定 

か
み
こ
あ
こ
あ
に
総
合
型

に
総
合
型
ク
ラ
ク
ラ
ブ 

ス
マ
ス
マ
イ
ル
イ
ル
活
動
予
定

活
動
予
定 

か
み
こ
あ
に
総
合
型
ク
ラ
ブ 

ス
マ
イ
ル
活
動
予
定 

開
催
の
お
知
ら
せ 

６
月
14
日
（
日
）

午
前
６
時
〜
午
後
７
時

萩
形
沢
登
山
口
　→

　

太
平
山
山
頂
　→

　

仁
別
国
民
の
森

一
　
　
般
　
３
千
円

小
中
学
生
　
千
　
円

４
月
中
旬
〜
５
月
中
旬

バ
ス
の
関
係
上
、
35
名
ま
で

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
電
話
で
申
込
く
だ
さ
い
。

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
先
　
上
小
阿
仁
村
公
民
館

電
話
（
60
）
９
０
０
０

申
込
方
法

定
　
　
員

参
加
募
集
期
間

参

加

料

コ

ー

ス

日
時
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村には一般会計のほかに次の独立した会計があり、それぞれの事業を行っています。
これらを特別会計といい、国の補助金や保険料、保険税、使用料や手数料、一般会

計からの繰入金等により運営されています。

特別会計
予　算

23億1,419万円です 23億1,419万円です 23億1,419万円です 
労働費・農林水産業費・商工費
村有林整備、中山間地域総合整

備などの農林水産業及び商工業の
振興のための経費です。

・北秋田地域シルバー人材センター補助金
58万円

・東北労働金庫預託金 1,000万円
・農業委員会費 712万円
・農地・水・環境保全向上活動支援事
業交付金 419万円
・中山間地域等直接支払交付金 825万円
・農業集落排水事業特別会計繰出金

6,895万円
・野外生産試作センター管理費

1,337万円
・中山間地域総合整備事業
（用排水路、農道、集落排水、防火貯水槽）

１億1,269万円
・森林整備地域活動支援交付金 482万円
・造林費 2,559万円
・造材事業費（収入間伐9.47ha） 930万円
・阿仁川漁業協同組合補助金 30万円
・商工会補助金 162万円
・プレミア商品券発行支援事業費補助金

500万円
・上小阿仁村中小企業振興融資斡旋資
金制度預託金 1,400万円
・観光費 602万円

土　木　費
生活関連道路の整備や除排雪、河

川、村営住宅管理のための経費です。

・道路維持修繕工事（村道補修等）
189万円

・道路除排雪委託料 3,111万円
・除排雪機械借上料 293万円
・村道舗装事業（１路線） 2,367万円
・橋りょう維持費 194万円
・河川改修工事 118万円
・公園管理費 101万円
・村営住宅管理費 154万円
・住宅修繕工事（屋根塗装14棟、解体３棟外）

786万円
・下水道事業特別会計繰出金 3,618万円

教　育　費
学校教育と社会教育（生涯学習）、
体育振興等のための経費です。

・ＡＬＴの招致（英語指導） 432万円
・英語指導謝金 56万円
・検定料助成費 31万円
・奨学金貸付金 816万円
・児童通学援助費 207万円
・要・準要保護児童生徒援助費等

115万円
・小中併設校管理運営費 1,514万円
・学校支援地域本部事業 54万円

・学校生活サポート事業 146万円
・公民館運営費 585万円
・コミュニティ助成事業
（大林獅子踊保存会太鼓購入） 170万円
・分館補修費補助金 87万円
・図書館運営費 351万円
・生涯学習推進費 73万円
・若者センター指定管理委託料 362万円
・生涯学習センター管理費 1,735万円
・社会教育施設管理費 383万円
・学校給食に要する経費 2,625万円
・体育振興費 160万円
・体育施設管理費
（上ノ岱スポーツエリア、村民グラウンド）

395万円
・トレーニングセンター管理費 570万円

災害復旧費
災害復旧のための経費です。

・災害復旧事業（応急工事） 78万円

公　債　費
建設事業の実施等、村の財源に

充てるため借り入れた村債の返済
のための経費です。

・元金償還金 ５億2,124万円
・利子償還金 5,705万円

国民健康保険事業勘定
3億8,462万円

国民健康保険加入者の医療
費や、助産費、葬祭費、高額
療養費の給付などを行います。

国民健康保険診療施設勘定
1億1,109万円

診療所（歯科含む）の運営に
より、村民の健康の維持、増進
を図ります。

特別養護施設
3億4,372万円

特別養護老人ホーム「杉風
荘」の運営により、介護を要
する老人等のお世話をします。

簡易水道事業
7,190万円

簡易水道施設の管理及び運
営により、生活用水を供給し
ます。

老人保健
121万円

老人保健制度における医療
費の給付を行います。

農業集落排水事業
9,265万円

集落の汚水及び生活排水処
理施設を管理及び運営します。

下水道事業
5,429万円

沖田面処理区の汚水及び生
活排水処理施設を管理及び運
営します。

介護保険事業勘定
3億7,179万円

介護保険制度による、介護
サービスの給付を行います。

後期高齢者医療
4,222万円

後期高齢者医療制度におけ
る保険料の徴収を行います。
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平成21年度の
村の一般会計予算は

歳入 歳出 

総務費 

3億991万円 
13.4％ 

公債費 

5億7,829万円 
25.0％ 

土木費 

教育費 

1億6,519万円 

1億5,408万円 

民生費・衛生費・ 
消防費 

7億1,759万円 
31.0％ 

7億1,759万円 
31.0％ 

労働費・農林水 
産業費・商工費 

3億3,386万円 
14.4％ 

議会費 

4,470万円 
1.9％ 

その他 

その他 

1,057万円 
0.5％ 

地方交付税 

14億7,000万円 
63.5％ 

財産収入 

1,604万円 
0.7％ 

県支出金 

1億7,501万円  7.6％ 

1億7,700万円 村税 

1億8,123万円 1億7,698万円 

7.8％ 7.8％ 
村債 

7.7％ 7.7％ 

7.6％ 

繰越金 

3,000万円 
1.3％ 

国庫支出金 

4,293万円 
1.9％ 

7.1％ 7.1％ 

6.7％ 6.7％ 

繰入金 

4,500万円 
1.9％ 

議　会　費
議会議員の報酬や議会活動に必

要な経費です。

・議会運営費 4,470万円

総　務　費
役場庁舎等財産の維持管理費、

交通安全、防犯、戸籍、徴税、選
挙などのための経費です。

・例規集電子化システム使用料
247万円

・投票人名簿調整システム構築・改修
業務委託料 180万円
・地方税電子申告審査システム連携対
応改修業務委託料 216万円
・公的年金対応審査システム設定業務
委託料 199万円
・電算システム使用料 1,485万円
・複写機、印刷機購入費 300万円
・パソコン、プリンター購入費

159万円
・庁舎及び財産管理費 2,066万円
・道の駅管理委託料 500万円
・交通安全推進費 181万円
・交通指導車購入費 289万円
・部落会補助金 380万円
・フェスティバル開催費補助金 250万円
・防犯対策費 149万円
・コミュニティセンター管理費

1,045万円
・コミュニティセンター屋根塗装・浴
室改修工事 203万円

・秋田内陸縦貫鉄道運営費助成金
120万円

・バス路線維持費補助金 1,000万円
・衆議院議員選挙費 461万円
・秋田県知事・県議会議員選挙費

310万円
・監査委員費 59万円

民生費・衛生費・消防費
老人福祉、福祉医療、児童福祉、
各種検診事業など住民の福祉と健
康を守るための経費、ごみ処理な
どの生活環境、消防などの地域の
安全を確保するための経費です。

・社会福祉協議会補助金 339万円
・家族介護支援金 264万円
・国民健康保険事業勘定特別会計繰出金

3,079万円
・外出支援サービス事業委託料 32万円
・生活支援ハウス運営事業委託料

719万円
・高齢者住宅整備資金貸付金 150万円
・特別養護施設特別会計繰出金 403万円
・介護保険事業勘定特別会計繰出金

8,231万円
・老人保健特別会計繰出金 10万円
・福祉保健センター管理費 489万円
・保健センターカーテン取替工事

113万円
・福祉医療費 2,449万円
・高額療養費貸付金 100万円
・秋田県民生協会補助金（友生園）

761万円
・障害者居宅及び施設支援費 6,420万円

・後期高齢者医療特別会計繰出金
1,312万円

・学童保育事業費 233万円
・次世代育成支援行動計画策定業務委託料

145万円
・子宝祝金 295万円
・母親クラブ補助金 76万円
・チャイルドシート購入費補助金 10万円
・児童手当 1,021万円
・保育園管理運営費 5,142万円
・保育園プール塗装工事 183万円
・はり、きゅう、マッサージ施術費助成金

25万円
・インフルエンザ・肺炎球菌予防接種
料負担金及び補助金 141万円
・北秋田市上小阿仁村生活環境施設組
合負担金 6,171万円
・各種検診委託料 788万円
・母子健診料 88万円
・北秋田市へのごみ処理委託料

1,709万円
・北秋田市周辺衛生施設組合負担金

896万円
・北秋田市上小阿仁村病院組合負担金

1,142万円
・国民健康保険診療施設勘定特別会計繰出金

1,857万円
・水道ビジョン作成業務委託料 163万円
・簡易水道事業特別会計繰出金

2,706万円
・常備消防費（消防分署管理費）364万円
・北秋田市への常備消防委託料

１億791万円
・非常備消防費（消防団） 1,209万円
・洪水ハザードマップ作成委託料

236万円

平成21年度の
村の一般会計予算は



人　　口 
面　　積 
歳入総額 
歳出総額 
実質収支 

2,996 
256,82 

2,518,048 
2,423,530 
91,253

人（H20.3.31現在） 
㎞ 
千円 
千円 
千円 

全国市町村平均 
7.82

秋田県市町村平均 
10.41

全国市町村平均 
12.3

秋田県市町村平均 
17.4

全国市町村平均 
446,922

秋田県市町村平均 
568,384

全国市平均 
97.0

全国町村平均 
93.2

適正度（国との比較） 

ス指数［91.2］ 

内順位 

8 ]

98.6

79.9

90.9
91.2

定員管理の適正度 

人口1,000人当たり職員数［16.02人］ 

類似団体内順位 

[ 16/38 ]

(人)

200.00

150.00

100.00

50.00

0.00

138.73

9.26

16.02

公債費負担の健全度 

実質公債費比率［17.0%］ 

類似団体内順位 

[ 17/38 ]

(%)

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

31.0

2.6

14.8
17.0

将来負担の健全度 

人口１人当たり地方債現在高［1,034,512円］ 

類似団体内順位 

[ 22/38 ]

(円)

8,000,000

6,000,000

4,000,000

2,000,000

0

5,552,316

66,280

1,034,512

政 力 

定員管理の適正度 

公債費負担の健全度 

将来負担の健全度 

上小阿仁村 

等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、 
体を言う。 

併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない 
、レーダーチャートを破線としている。 

当たり職員数については、平成19年地方公務員給与 
、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、 
記せず、レーダーチャートを破線としている。 

40 下以下 下 

60

80

00

20

140 上以上 上 

※類似団体平均を100とした 
　ときの比率で表した。 

16.37

862,563

2
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◎ラスパイレス指数：類似団体平均と比較して若干高い数値となっている。平成20年１月より特殊勤務手当の廃止
と見直し、平成20年４月より管理職手当の定額化を実施しており、引き続き給与水準の適正化に努める。

◎人口１人あたり地方債現在高：類似団体平均、全国及び秋田県市町村平均いずれと比較しても高水準となってい
るのは、平成９年度から平成11年度に借入した過疎対策事業債（生涯学習センター整備事業（外溝工事、備品購
入分含む）借入総額～11億4,590万円、平成19年度末現在高～３億6,004万円）、臨時財政対策債（平成19年度末
現在高～９億1,633万円）による影響が主な要因である。当村は下水道事業等インフラ整備が進んでおり、今後
は起債事業の抑制や、既発債の元金償還により年々減少していく見込みであるが、残高における臨時財政対策債
の占める割合が平成18年度末で25.2%、平成19年度末で29.6%と年々高くなっていく傾向が続く見込みである。
今後も高利率の既発債については借換や繰上償還を検討し、将来負担の軽減化を図る。

◎実質公債費比率：平成18年度決算の16.8%に対して平成19年度は17.0%と0.2ポイント悪化しており、類似団体平
均と比較しても高水準となっている。償還のピークを迎える平成20年度には数値の悪化が予想されるものの、平
成20・21年度で繰上償還を実施することから、平成21年度以降数値は改善されるものと見込んでいる。

◎人口1,000人当たり職員数：類似団体平均と比較してやや下回っているが、全国及び秋田県市町村平均と比較し
て高い水準となっている。まちづくり（自立）計画で、事務事業の整理合理化を図るなど、退職職員の補充を最
小限に留めることにより、当初計画時の平成15年度から平成25年度末までに約41%（26人）の削減目標を定め
ており、今後数値は年々改善する見込みである。

上小阿仁村財政分析表（平成19 会計決算年度普通会計決算）を公表します。 上小阿仁村財政分析表（平成19 会計決算年度普通会計決算）を公表します。 会計決算）を公表します。 
毎年実施している地方財政状況調査

（決算統計）を基礎に、類似団体と比
較して作成した村の財政指数です。

【用語解説③】
◆人口１人当たり地方債現在高
人口１人当たりの地方債（普

通会計負担分）の現在高である。

【用語解説④】
◆実質公債費比率
地方公共団体における公債費

による財政負担の度合いを判断
する指標の一つ。地方債元利償
還金、準元利償還金（公営企業
債の元利償還金に対する普通会
計からの負担金、一部事務組合
への同負担金及び公債費に準ず
る債務負担行為に係る支出（い
ずれも地方交付税が措置される
ものを除く）に充当された一般
財源の標準財政需要額に算入さ
れた交際費を除く）に対する割
合の過去３年間の平均値。
起債制限比率が25％以上の団

体については、一定の地方債（一
般単独事業に係る地方債）の起
債が制限され、35％以上の団体
については、さらにその制限の
度合いが高まる（起債制限の種類
が増える）こととなる。ただし同
比率が25％以上の団体でも起債
制限比率が20％未満の団体にあ
っては公債費負担の計画内容や
実施状況を勘案して許可を行う。

【用語解説⑤】
◆人口1,000人当たり職員数
人口1,000人当たりの職員数である。

【用語解説⑥】
◆ラスパイレス指数
加重指数の一種で、重要度を

基準時点（又は場）に求めるラ
スパイレス式計算方法による指
数。ここでは、地方公務員の給
与水準を表すものとして、一般
に用いられている国家公務員行
政職（一）職員の俸給を基準と
する地方公務員一般行政職職員
の給与の水準を指す。



財政力指数［0.14］ 

全国市町村平均 
0.55

秋田県市町村平均 
0.33

全国市町村平均 
92.0

秋田県市町村平均 
93.9

全国市町村平均 
116,898

秋田県市町村平均 
140,387

0.00
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1.00
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2.00

0.08
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0.27

類似団体内最大値 

類似団体内最小値 

0.14

上小阿仁村の比率 

財政構造の弾力性 

経常収支比率［93.2%］ 

類似団体内順位 

[ 27/38 ]

(%)
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人件費・物件費等の適正度 

人口１人当たり人件費・物件費等決算額［230,826円］ 

類似団体内順位 

[ 17/38 ]

(円)
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2,127,092
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給与水準の適

ラスパイレス

類似団体内

[ 22/38
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※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし 
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。 　 

財

財政構造の弾力性 

人件費・物件費等の 
適正度 

給与水準の適正度 
　　（国との比較） 

類似団体平均 

※類似団体とは、人口および産業構造
　当該団体と同じグループに属する団

※平成20年４月１日以降の市町村合併
　団体については、グラフを表記せず

※ラスパイレス指数及び人口1,000人当
　実態調査に基づくものである。なお
　当該項目に係るデータのグラフを表

40以以下 40以

1

1

140以以上 140以

秋田県 上小阿仁村 

類似団体内平均値 

[ 30/38 ]

類似団体内順位 

財　政　力 

160,293

262,448
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◎財政力指数：人口の減少や全県一の高齢化率（平成20年３月末現在42.4%～住民基本台帳による）に加え、村
の基幹産業である農林業の不振により、地方税が収入における決算構成率が7.6%と財政基盤が弱く、財源の
多くを地方交付税に依存している状況であり、類似団体平均と比較しても低い数値となっている。平成20年
３月に見直しを行なったまちづくり（自立）計画で、退職職員の補充を最小限に留めることにより、当初計
画時の平成15年度から平成25年度までに約41%（26人）の削減目標を定めているほか、経常的物件費につい
ては、平成20年度までに24%削減するなど歳入に見合った歳出の抑制・スリム化を図り、財政の健全化を図る。

◎経常収支比率：平成18年度の91.6%に対して平成19年度は93.2%と1.6ポイント悪化しており、類似団体平均と
比較して高くなっている。歳出では退職者不補充等により人件費は3,200万円減少、経常的な物件費が1,300万
円減少したことにより経常経費充当一般財源が2,700万円減少しているが、歳入では造材事業中止等による財
産収入が9,200万円減少したことによる歳入経常一般財源の4,800万円の減少、臨時財政対策債が1,100万円減
少したことが主な要因である。今後もまちづくり（自立）計画、集中改革プランにより、職員数及び物件費
等経常経費の削減、また村有林の収入間伐事業により自主財源の確保に努め、財政の健全化を図る。

◎人口１人当たり人件費・物件費等決算額：類似団体平均と比較して低くなっているが、人件費の決算額にお
いて人口1,000人当たり職員数が16.02人となっているため、全国及び秋田県市町村平均と比較して高水準とな
っていることや、物件費では業務効率化のためコンピュータ関連経費が年々増加傾向にあることなどが全体
の数値を押し上げている。今後は、まちづくり（自立）計画で目標を定めている職員削減計画や物件費、維
持補修費等削減を図ることにより、数値は年々改善される見込みである。

分

析

欄

上小阿仁村財政分析表（平成19年度普通会年度普通会計決算）を公表します。 上小阿仁村財政分析表（平成19年度普通会年度普通会計決算）を公表します。 上小阿仁村財政分析表（平成19年度普通会
【用語解説①】

◆財政力

地方公共団体の財政力を

示す指数で、基準財政収入

額を基準財政需要額で除し

て得た数値の過去３年間の

平均値。

財政力指数が高いほど、

普通交付税算定上の留保財

源が大きいことになり、財

源に余裕があるといえる。

【用語解説②】

◆経常収支比率

地方公共団体の財政構造

の弾力性を判断するための

指標で、人件費、扶助費、

公債費のように毎年度経常

的に支出される経費（経常

的経費）に充当された一般

財源の額が、地方税、普通

交付税を中心とする毎年度

経常的に収入される一般財

源（経常一般財源）、減税

補てん債及び臨時財政対策

債の合計額に占める割合。

この指標は経常的経費に

経常一般財源収入がどの程

度充当されているかを見る

ものであり、比率が高いほ

ど財政構造の硬

直化が進んでい

ることです。



役場職員の配置と 主な仕事を紹介します 主な仕事を紹介します 
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村道の開設及び維持管理、林道の維 
持 管 理、 道 路・橋 梁 台 帳、都 市 計 
画、村道の付属物の認定・廃止、林 
道・公共土木施設災害復旧 

伊　藤　　　清 課 長 補 佐 

大　沢　　　寿 係　 　 長 

森　川　真　澄 主　 　 査 

小　林　　　圭 主　 　 事 

齊　藤　　　諭 主 任 技 能 員 

伊　藤　　　茂 副主 任技 能員 

杉　風　荘　   7 7 －27 6 1 

武　石　辰　久 施 設 長 

伊　藤　秀　明 施 設 長 補 佐 

河　村　良　満 施 設 長 補 佐 

片　岡　　　恵 技 師 （ 管 理 栄 養 士 ） 

畠　山　邦　子 係長 （看 護師 ） 

小　林　秀　子 係長 （ 准看護 師 ） 

田　中　誠　子 係長 （看 護師 ） 

田　中　康　子 係長 （介 護員 ） 

安　部　啓　子 係長 （介 護員 ） 

山　田　きみ子 係長 （介 護員 ） 

伊　藤　くみ子 係長 （介 護員 ） 

鈴　木　彰　子 係長 （介 護員 ） 

高　橋　栄　子 係長 （介 護員 ） 

齊　藤　明　子 係長 （介 護員 ） 

伊　藤　真紀子 係長 （介 護員 ） 

田　中　ルリ子 係長 （介 護員 ） 

佐　藤　留美子 主査 （介 護員 ） 

北　林　幾　子 主査 （介 護員 ） 

萩　野　里　実 主査 （介 護員 ） 

幸　坂　弘　子 主査 （介 護員 ） 

田　中　みどり 主査 （介 護員 ） 

教育委員会　   6 0 －90 0 0 

田　中　文　隆 事 務 局 長 

総務学校班 

伊　藤　精　治 事 務 局 長 補 佐 

畠　山　佳　洋 主　 　 事 

生涯学習班 

北　林　幸　太 主　 　 事 

3 　名 臨 時 職 員 

学校給食センター 

5 　名 臨 時 職 員 

産　業　課　   7 7 －22 2 1 

小　林　悦　次 課 長 

農　務　班 
農業行政の総合計画と振興、土地改 
良事業、農業総合指導センター、野 
外生産試作センターの管理運営、農 
地・農業施設の災害復旧事業、農産 
加工施設の管理運営、都市農村交流 
の推進、水田農業推進対策、農業技 
術 の 普 及 改 善、農 業 後 継 者 の 育 成、 
農山村振興対策、特産物直売所の管 
理運営、農業委員会及び農業関係諸 
団 体、農 業 金 融、特 産 品 開 発 と 振 
興、農業振興地域整備計画書、畜産 
振興及び家畜衛生 

石　上　耕　作 課 長 補 佐 

田　村　秀　幸 係　 　 長 

田　中　　　孝 主　 　 事 

１ 　名 臨 時 職 員 

林務商工班 
林業・木材産業の振興及び指導、村 
営林野の管理運営、官行造林及び分 
収林、林業構造改善対策、特用林産 
物の生産計画及び指導、保安林、有 
害鳥獣の捕獲、緑化思想の向上、林 
業 関 係 諸 団 体、集 落 有 林 財 産 の 取 
得、林道の開設、商工業の振興、特 
産物の開発・観光開発及び振興、雇 
用開発及び労働者就業改善指導、商 
工 業 者 及 び 関 係 諸 団 体 の 指 導 育 成、 
度量衡器計量器、出稼相談所、内水 
面の振興、県立自然公園事業 

小　林　博　隆 係　 　 長 

小　林　逸　人 主　 　 任 

村　田　幸　生 技 能 員 

建　設　課　   7 7 －22 2 1 

加賀谷　敏　明 主 幹 兼 課 長 

建　設　班 
公 共 土 木 事 業 の 入 札 及 び 請 負 契 約、 
村営住宅の設置・維持管理及び使用 
料徴収、土地収用及び工事用地の登 
記事務、庁用車庫・各種事業車及び 
占 用 機 械 器 具 の 管 理 運 営、公 有 水 
面、村道の占用許可、公園の施設管 
理、公共施設の営繕工事、小阿仁川 
流水の復元、簡易水道事業、農業集 
落排水事業、公共下水道事業、入札 
制 度 の 改 革、道 路・河 川・治 水 堤 
防 ・ 橋 梁 の 維 持 管 理 、 砂 防 ・ 溝 渠 、 

診　療　所　   7 7 －20 4 3 

有　澤　幸　子 所 長 （ 医 師 ） 

関　口　秀　峰 歯 科 医 師 

小　嶋　有　逸 事 務 長 補 佐 

北　林　　　勉 事 務 長 補 佐 

五十嵐　美穂子 係長 （ 准看護 師 ） 

齊　藤　青　美 主査 （看 護師 ） 

３ 　名 臨 時 職 員 

各施設の電話番号 

7 7 － 2 2 2 1 
役 場 
（各課、 議会、 選挙管理委員会、 農 
業 委 員 会 、 ト レー ニ ング セ ンタ ー） 

7 7 － 2 4 5 4 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー 
（ や ま ふ じ 温 泉 ） 

7 7 － 3 0 0 8 保 健 セ ン タ ー 

7 7 － 3 4 7 0 か み こ あ に 保 育 園 

7 7 － 3 2 2 6 
7 7 － 3 1 5 4 

放 課 後 児 童 ク ラ ブ 
　　 　 　 　 　 （ 小 沢 田 ） 
　　 　 　 　 　 （ 沖 田 面 ） 

7 7 － 3 0 5 7 高 齢 者 生 活 福 祉セ ン タ ー 

7 7 － 3 5 9 6 野外 生産 試作セ ン タ ー 

7 7 － 2 0 4 3 診 療 所 

7 7 － 2 7 6 1 杉 風 荘 

6 0 － 9 0 0 0 生 涯 学 習 セ ン タ ー 
（教育 委員会 、 公民館 、 図書館 ） 

7 7 － 2 0 4 8 上 小 阿 仁 中 学 校 

7 7 － 2 0 3 8 上 小 阿 仁 小 学 校 

7 7 － 2 2 3 5 学 校 給 食 セ ン タ ー 

7 7 － 3 2 2 6 上小阿仁村地域セ ンタ ー 
（ 旧 小 沢 田 小 学 校 ） 

7 7 － 2 0 3 0 若 者 セ ン タ ー 

7 7 － 2 7 2 2 上 ノ 岱 ヒ ュ ッ テ 

浅　野　真由美 主任 （介 護員 ） 

萩　野　人　美 技師 （介 護員 ） 

石　上　　　梢 技師 （介 護員 ） 

鈴　木　美智子 主任 （調 理員 ） 

石　上　禎　子 主任 （調 理員 ） 

齊　藤　節　子 主任 （調 理員 ） 

1 5 　名 臨 時 職 員 
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小　林　宏　晨 村 長 

鈴　木　健　作 副 村 長 

小　林　　　茂 教 育 長 

議会事務局　   7 7 －22 2 1 

村議会に関すること 

萩　野　謙　一 事 務 局 長 

１ 　名 臨 時 職 員 

総　務　課　   7 7 －22 2 1 

鈴　木　義　廣 
課 長 
診療所 事務長 兼務 

総務企画班 

職員の任命・進退・身分・服務・賞 

罰、職 員 の 諸 給 与、秘 書、町 村 会、 

特別職の委員及び職員、 異議の申立 ・ 

訴願・訴訟及び和解、自衛官の募集 

事務等、庁舎物品の調達 ・ 管理処分、 

コミュニティセンターの管理、役場 

日 誌 等、交 通 安 全 対 策、防 犯 活 動、 

文書の収受・発送、重要施策の企画 

及び立案、村議会の招集及び提出議 

案、 庁内令規、 条例及び規則の制定 ・ 

改廃、公告式、表彰及び褒賞、事務 

改善の調査研究及び企画立案、企業 

誘致、男女共同参画、ふるさとフェ 

ステバル、各地区かみこあに会、道 

の駅、辺地及び過疎地域自立促進計 

画、地域振興総合計画、情報公開及 

び情報化、行政改革の推進、姉妹都 

市、土地対策、広報及び村勢要覧の 

発刊、統計、選挙管理委員会、行政 

相談、行政懇談会及び行政協力員会 

議、防災広報無線の管理運営 

小　林　　　隆 課 長 補 佐 

武　石　　　晋 係　 　 長 

渡　邉　　　保 主　 　 査 

大　沢　誠　子 主　 　 査 

中　島　英　樹 主　 　 査 

　橋　舞　子 主　 　 任 

１ 　名 臨 時 職 員 

財　務　班 
財政計画・予算の配当、 予算の編成、 
支出負担行為の確認、収入支出の調 
査及び代理機関、村債、資金計画及 
び 一 時 借 入 金、予 算 及 び 決 算 の 調 
査・公表、議決予算の通知、地方交 
付税、基金及び繰入金、地方財政状 
況調査及び財政諸報告、主要施策の 
成果の調査、補助金・負担金及び交 
付金、公共施設状況調査、財産の総 
括、 普通財産の管理 （村有林を除く。 ） 
取 得・処 分、財 産 台 帳 の 整 備 保 管、 
庁舎の管理営繕及び使用、村有財産 
（工事用地除く。 ）の登記事務、借地 
及び村有貸付地、国有地等の払い下 
げ、字界の変更 

加　藤　浩　二 主　 　 査 

畠　山　勇　輝 主　 　 事 

会　計　班 
金銭の出納、 決算、 有価証券の保管、 
税外諸収入、会計経理、税の消込 

小　林　雄　幸 
会 計 管 理 者 
課 長 補 佐 

石　川　悦　子 主　 　 査 

住民福祉課　   7 7 －22 2 1 

鈴　木　壽美子 課　 　 長 

住民福祉班 
生活環境保全・公害等、清掃及び塵 
芥処理、廃棄物処理、犬の登録・狂 
犬 病、北 秋 田 市 周 辺 衛 生 施 設 組 合、 
北秋田市上小阿仁村生活環境施設組 
合、防災計画・防災会議、消防・水 
防 ・ 災害援助、戸籍、住民基本台帳、 
墓地、埋火葬許可、印鑑登録 ・ 証明、 
外国人登録、人権擁護委員会・保護 
司 会 及 び 更 生 保 護 女 性 会、児 童 手 
当・児童扶養手当、子宝祝金、遺族 
会・恩給弔慰金、人口動態、介護保 
険 事 業、ひ と り 親 家 庭、老 人 福 祉、 
民生委員・児童委員、生活保護、消 
費者行政、行路病人・死亡人、北秋 
田 市 上 小 阿 仁 村 病 院 組 合、敬 老 会、 
福祉タクシー・はり・きゅう・マッ 
サージ、高齢者等住宅整備資金、身 
体障害者福祉・知的障害者福祉（施 
設 等)、更 生 資 金、児 童 福 祉・児 童 
館 、 保 育 園 （ 認 定 こ ど も 園 ） 、 少 子 

化対策、母親クラブ・子ども会、青 
少年健全育成、国民年金、社会福祉 
事業及び関係団体 

中　嶋　辰　雄 課 長 補 佐 

石　川　　　治 主　 　 査 

小　林　瑞　穂 主　 　 査 

大　沢　陽　一 主　 　 任 

上　杉　大　志 主　 　 事 

税務保険班 
税の賦課調定及び徴収事務、税の異 
議 申 立 及 び 減 免、税 統 計 及 び 諸 報 
告、固定資産評価審査委員会、納税 
組 合、土 地・家 屋 台 帳 及 び 名 寄 帳、 
村 税 の 税 務 証 明、国 民 健 康 保 険 事 
業、国民健康保険運営協議会、国民 
健康保険の給付・診療報酬、老人保 
健 （医 療)・後 期 高 齢 者 医 療・福 祉 医 
療・高額医療 

萩　野　京　子 課 長 補 佐 

齊　藤　幹　雄 主　 　 査 

今　野　武　俊 主　 　 査 

木　村　　　研 主　 　 事 

齊　藤　　　泰 主　 　 事 

健康推進班（保健センター） 
　   7 7 －30 0 8 

住民の健康相談及び保健衛生思想の 
普 及、精 神 障 害 者 福 祉 （在 宅 等)、老 
人 保 健 （健 診 等)、母 子 保 健、食 品 衛 
生、伝染病予防・予防接種、生活習 
慣 病 予 防、献 血 の 推 進、介 護 予 防、 
保健センター管理運営、地域包括支 
援センター管理運営、高齢者生活福 
祉センター管理運営 

河　村　光　子 課長補 佐 （保健 師） 

加賀谷　かつ子 係長 （ 准看護 師 ） 

小笠原　文　子 係長 （ 准看護 師 ） 

萩　野　久美子 係長 （ 准看護 師 ） 

齊　藤　貴　明 主　 　 査 

庄　司　由　香 技師 （保 健師 ） 

かみこあに保育園 
    7 7 －34 7 0 

松　岡　のぶ子 園　 　 長 

原　田　眞貴子 係長 （ 園長補 佐 ） 

松　岡　　　環 技師 （保 育士 ） 

北　嶋　千　春 技師 （保 育士 ） 

８ 　名 臨 時 職 員 
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先
日
の
講
演
会
で
、
認
知
症
を

発
症
し
た
高
齢
者
に
家
族
の
「
言

葉
か
け
」
の
仕
方
で
、
症
状
の
進

行
や
生
活
の
質
が
違
う
と
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。

一
方
の
家
族
は
、
「
齢
だ
し
、

そ
ん
な
も
の
だ
ろ
う
」
と
受
け
入

れ
、
笑
顔
で
対
応
し
て
い
た
例
。

も
う
一
方
は
、
あ
ん
な
に
バ
リ

バ
リ
働
い
て
い
た
の
に
「
こ
ん
な

は
ず
で
な
か
っ
た
。
情
け
な
い
。

ど
う
し
て
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
」
と
否
定
的
な
言
葉

か
け
が
多
か
っ
た
例
。

否
定
的
な
言
葉
を
か
け
て
い
る

と
「
自
分
は
こ
の
家
に
は
必
要
な

保健師です 
こんにちは 

保健師です 
こんにちは 

保健師です 
こんにちは 

　（77）3008

言
葉
か
け

い
人
間
だ
」
と
思
い
、
引
き
こ
も

り
が
ち
に
な
り
、介
護
に
対
し
て
、

抵
抗
し
、
認
知
度
が
加
速
す
る
。

ど
ち
ら
に
し
て
も
、
大
切
な
家

族
が
元
気
で
い
て
ほ
し
い
こ
と
の

現
わ
れ
と
思
う
が
、
言
葉
の
か
け

方
で
、
認
知
症
の
進
行
具
合
が
違

う
こ
と
も
あ
る
。
と
の
お
話
で
し

た
。一

緒
に
暮
ら
し
て
み
な
け
れ
ば

分
か
ら
な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。

「
優
し
く
言
葉
を
か
け
ま
し
ょ

う
」
と
い
わ
れ
て
も
、
で
き
な
い

時
も
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
た

だ
、
言
葉
を
か
け
る
側
の
気
持
ち

の
持
ち
よ
う
で
少
し
負
担
が
軽
く

な
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。言

葉
を
か
け
る
時
、
勇
気
が
要

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
普
段
ど

お
り
の
さ
り
げ
な
い
会
話
の
中
か

ら
、
声
を
か
け
ら
れ
た
人
は
、
次

へ
進
む
き
っ
か
け
を
つ
か
む
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

一
人
暮
ら
し
の
方
が
無
気
力

に
過
し
て
い
た
け
れ
ど
、
言
葉

を
か
け
ら
れ
、
わ
ず
か
な
時
間

会
話
し
た
こ
と
で
、
話
し
た
後

に
「
こ
う
し
て
い
ら
れ
な
い
な

ぁ
」
と
思
っ
て
、
居
間
に
掃
除

機
を
か
け
た
と
笑
っ
て
い
ま
し

た
。高

齢
者
に
限
ら
ず
「
言
葉
の

力
」
は
顔
を
合
わ
せ
て
会
話
で

き
る
分
、
温
か
み
が
伝
わ
る
と

思
い
ま
す
。

挨
拶
、
気
候
の
こ
と
、
自
然

の
こ
と
、
食
べ
物
の
こ
と
…
言

葉
か
け
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
問
い
合
わ
せ
先

保
健
セ
ン
タ
ー
　

電
話
（
77
）
３
０
０
８

給
付
金
の
額

１
人
に
つ
き
１
２，

０
０
０
円

た
だ
し
、
昭
和
19
年
２
月
２
日

以
前
に
出
生
し
た
人
及
び
平
成
２

年
２
月
２
日
以
後
に
出
生
し
た
人

（
65
歳
以
上
及
び
18
歳
未
満
の
人
）

１
人
に
つ
き
２
０，

０
０
０
円

給
付
基
準
日

平
成
21
年
２
月
１
日

申
請
期
限

平
成
21
年
10
月
２
日
ま
で

定
額
給
付
金
の
給
付
に
つ
い
て

対
象
と
な
る
こ
ど
も

平
成
14
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

17
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
第
２

子
以
降
の
こ
ど
も
。

第
２
子
の
判
定
は
、
生
年
月
日

が
平
成
２
年
４
月
２
日
以
後
の
こ

ど
も
の
中
か
ら
年
齢
順
に
第
１

子
、
第
２
子
と
数
え
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

給
付
基
準
日

平
成
21
年
２
月
１
日

申
請
期
限

平
成
21
年
９
月
18
日
ま
で

問
い
合
わ
せ
先

住
民
福
祉
課
　
住
民
福
祉
班

電
話
（
77
）
２
２
２
１

子
育
て
応
援
特
別
手
当
の

給
付
に
つ
い
て

○△
証明
書 ○△証明書 

住民票 

役
場
で
発
行
し
て
い
る
住
民
票
等

の
証
明
書
な
ど
に
つ
い
て
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
平
日
に
電
話
で
証
明
書
の

発
行
を
申
し
込
ん
で
い
た
だ
く
と
、

土
曜
日
・
日
曜
日
に
お
渡
し
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

発
行
で
き
る
書
類
は
、

・
住
民
票
　
　
・
印
鑑
証
明

・
資
産
証
明
　
・
評
価
証
明

・
所
得
証
明
　
・
納
税
証
明

・
課
税
非
課
税
証
明

で
す
が
、
詳
し
く
は
電
話
で
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ら
証
明
書
の
受
け
取
り
は
、

本
人
に
限
り
ま
す
。
受
領
の
際
、
運

転
免
許
証
な
ど
の
写
真
付
き
の
証
明

書
に
よ
り
本
人
確
認
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

印
鑑
証
明
書
の
発
行
に
は
、
印
鑑

登
録
証
の
カ
ー
ド
も
必
要
で
す
。

・
ゴ
ミ
処
理
場
利
用
券

長
下
処
分
場
、
ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
ゴ
ミ
処
理
場
利
用

許
可
証
は
、
予
約
が
無
く
て
も
発
行

で
き
ま
す
。
ま
た
、
本
人
で
な
く
て

も
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

住
民
福
祉
課

電
話
（
77
）
２
２
２
１

役
場
で
発
行
し
て
い
る

役
場
で
発
行
し
て
い
る 

証
明
書
等
に
つ
い
て

証
明
書
等
に
つ
い
て 

役
場
で
発
行
し
て
い
る

役
場
で
発
行
し
て
い
る 

証
明
書
等
に
つ
い
て

証
明
書
等
に
つ
い
て 

役
場
で
発
行
し
て
い
る

役
場
で
発
行
し
て
い
る 

証
明
書
等
に
つ
い
て

証
明
書
等
に
つ
い
て 

役
場
で
発
行
し
て
い
る

役
場
で
発
行
し
て
い
る 

証
明
書
等
に
つ
い
て

証
明
書
等
に
つ
い
て 

役
場
で
発
行
し
て
い
る 

証
明
書
等
に
つ
い
て 
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長
か
っ
た
寒
い
冬
も
終
わ
り
、

い
よ
い
よ
春
!!!
桜
の
季
節
で
す

ね
。私

に
と
っ
て
は
、
こ
の
４
月
か

ら
薬
剤
師
と
し
て
３
年
目
が
始
ま

り
ま
す
。ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
多
く
の
こ
と
を
学

び
、
知
識
を
深
め
、
皆
様
の
ご
健

康
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ
う

に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
の
患
者
様

と
、
お
話
し
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
「
寝
つ
き
を
良
く
す

る
お
薬
」
と
い
う
の
は
、
「
危
な

い
薬
！
」
と
い
う
風
に
思
わ
れ
て

い
る
患
者
様
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。

「
以
前
、
か
か
り
つ
け
の
先
生

や
周
り
の
人
か
ら
、
そ
の
よ
う
な

話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
」
と
い

う
の
も
原
因
の
一
つ
の
よ
う
で

す
。
し
か
し
、
先
生
の
指
示
通
り

に
正
し
く
服
薬
す
れ
ば
、
危
な
い

と
い
う
こ
と
は
決
し
て
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。

ご
年
齢
を
重
ね
る
と
、
必
要
な

睡
眠
時
間
は
若
い
頃
に
比
べ
て
減

る
こ
と
が
あ
り
、
寝
足
り
な
い
と

自
分
で
思
っ
て
い
て
も
、
十
分
な

睡
眠
を
と
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
そ
の
時
の
環
境
や
ス
ト

レ
ス
な
ど
の
影
響
を
受
け
、
寝
つ

き
が
悪
く
な
っ
た
り
、
眠
れ
て
も

夜
中
に
目
を
覚
ま
し
て
し
ま
っ
た

り
、
朝
方
に
早
く
目
を
覚
ま
し
て

し
ま
っ
た
り
と
不
眠
の
症
状
が
あ

ら
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
不

眠
と
い
っ
て
も
人
に
よ
っ
て
症
状

が
違
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
患

者
様
に
あ
っ
た
対
応
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

で
す
の
で
、
初
め
か
ら
『
寝
付

き
を
よ
く
す
る
薬
は
危
な
い
も

の
』
と
決
め
て
、
選
択
肢
を
減
ら

す
の
で
は
な
く
、
患
者
様
の
お
話

を
聞
い
て
、
そ
の
中
で
お
薬
を
使

っ
た
方
が
い
い
の
か
、
そ
れ
と
も

お
薬
を
使
わ
な
い
方
が
良
い
の

か
、
そ
の
患
者
様
に
と
っ
て
何
が

一
番
良
い
の
か
、
判
断
す
る
こ
と

が
大
事
な
こ
と
で
は
な
い
の
か
と

思
い
ま
す
。
最
近
、
来
局
さ
れ
る

患
者
様
に
お
薬
を
お
渡
し
す
る
際

に
、
寝
付
き
を
よ
く
す
る
お
薬
を

飲
ん
で
、
ゆ
っ
く
り
休
め
て
い
る

と
笑
顔
で
話
し
て
い
る
患
者
様
を

見
る
と
、
特
に
そ
う
思
い
ま
す
。

『
薬
（
ク
ス
リ
）』
は
逆
か
ら
読

む
と
『
リ
ス
ク
』
と
読
め
る
よ
う

に
、
ど
ん
な
お
薬
で
も
、
体
に
害

を
与
え
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

正
し
く
使
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

は
大
事
で
す
。
ま
た
、
患
者
様
に

と
っ
て
の
薬
の
リ
ス
ク
を
で
き
る

だ
け
減
ら
し
、
薬
の
有
効
な
面
を

最
大
限
に
引
き
出
す
の
が
、
薬
剤

師
と
し
て
の
私
の
仕
事
で
も
あ
り

ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
も

い
い
の
で
、
何
か
気
に
な
る
こ
と

が
あ
っ
た
ら
、
先
生
や
薬
剤
師
に

お
話
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

薬剤師 長谷川　望

歯科医師歯科医師の先生先生を 
紹介します紹介します 
歯科医師歯科医師の先生先生を 
紹介します紹介します 
歯科医師の先生を 
紹介します 

新しい 

東
北
大
学
歯
学
部
を

卒
業
後
、
弘
前
大
学
附

属
病
院
歯
科
口
腔
外
科

へ
入
局
、
４
月
１
日
よ

り
村
立
上
小
阿
仁
国
保

診
療
所
へ
勤
務
と
な
り

ま
し
た
。

み
な
さ
ん
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

関
せき

口
ぐち

秀峰
しゅうほう

先生

診
療
所
で
の
診
療
は
、

診
療
時
間
内
に
お
願
い
し
ま
す
。

診
療
所
に
新
た
に
有
澤
先
生

が
就
任
さ
れ
て
以
来
、
村
内
の

患
者
数
が
増
え
て
お
り
ま
す
。

と
り
わ
け
乳
幼
児
の
お
母
さ
ん

方
は
、
一
安
心
と
思
い
ま
す
。

し
か
も
、
有
澤
先
生
は
、
非

常
に
好
意
的
に
『
土
日
で
も
、

連
絡
が
あ
れ
ば
診
療
を
す
る
』

と
お
っ
し
ゃ
り
実
行
し
て
お
ら

れ
る
よ
う
で
、
大
変
あ
り
が
た

い
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
村
長
と
し
て
は
、

こ
の
傾
向
を
大
変
憂
慮
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
土
日

は
原
則
的
に
休
日
で
あ
り
、
医

師
に
も
同
様
に
休
日
が
必
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
村
民
の
皆
様

と
致
し
ま
し
て
は
、
緊
急
か
つ

必
要
な
場
合
以
外
は
、
医
師
に

負
担
を
か
け
る
よ
う
な
行
為
は

可
能
な
限
り
遠
慮
す
る
よ
う
、

配
慮
し
て
頂
き
た
い
と
考
え
ま

す
。
結
果
と
し
て
、
先
生
に
負

担
を
掛
け
す
ぎ
、
過
労
に
な
ら

な
い
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
先
生
が
で
き
る
だ
け

長
く
、
我
が
村
で
診
療
を
続
け

て
く
だ
さ
る
こ
と
が
当
村
の
願

い
で
も
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
村

民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

緊
急
事
態
以
外
は
、
出
来
る
だ

け
、
診
療
日
時
（
診
療
・
月
曜

〜
金
曜
▼
受
付
午
前
８
時
30
分

〜
11
時
30
分
・
午
後
▼
往
診
、

土
日
祭
日
休
診
）
を
守
る
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

お
薬
の 

  

お
は
な
し 
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�公売物件
①ライムソワー（施肥播種）ニプロＦＴ1401

②回転式混合機（熊谷農機・マゼール）

③土入れ機ＳＴ－30Ｋ

④ロータリー（コバシ）

⑤トレーラー

⑥深耕ロータリー（ニプロ・ロータリーＰＧ1502）

⑦ローダー

⑧軽トラック（ホンダアクティ Ｈ７年式）※走行距離 71,560㎞、車検 平成21年６月27日

�入札方法
○最高の価格をもって入札した方と売買契約を締結します。

○落札者となるべき入札者が２人以上いる場合は、くじによって決定します。

�入札の参加資格
上小阿仁村民を対象としますが、次の事項に該当する場合は入札に参加できません。

○未成年者

○村民税、固定資産税及び国民健康保険税に未納がある人

○あらかじめ入札参加申込書を提出していない人

�入札参加の申し込み
申し込み用紙は産業課へ請求してください。

○提出期間　４月15日（水）～27日（月）※土・日を除く
○提 出 先　産業課・農務班（郵送は不可）

○提出書類 （１）入札参加申込書（様式１）

（２）村納税証明書（平成20年度分）

�公売物件の確認
公売する農業用機械は野外センター倉庫内にありますので、現物を確認（土・日、祝

祭日を除く午前８時から午後５時までの時間帯）したうえで申し込んでください。

�入札及び開札
○日時　５月１日（金）午前10時
○場所　上小阿仁村役場２階大会議室

○受付　入札開始10分前までに受付を済ませてください。

入札当日は、内容説明を行いませんので、不明な点はあらかじめお問い合わせください。入札参加

申込書（様式１）、入札書（様式２）、委任状（様式３）は役場産業課・農務班へ請求してください。

なお、公売物件の搬出等については、落札者が自ら行うこととし、引き渡し後の不調や故障につい

ての補償は一切行いません。

農業用機械を公売します 農業用機械を公売します 農業用機械を公売します 

証明書
 
申込書 



17

①ライムソワー（施肥播種）ニプロＦＴ1401 ②回転式混合機（熊谷農機・マゼール）

③土入れ機ＳＴ－30Ｋ ④ロータリー（コバシ）

⑤トレーラー ⑥深耕ロータリー（ニプロ・ロータリーＰＧ1502）

⑦ローダー ⑧軽トラック（ホンダアクティ　Ｈ７年式）
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第21回 

企画・運営する方を募集いたします 企画・運営する方を募集いたします 企画・運営する方を募集いたします 企画・運営する方を募集いたします 
　恒例の「おらがふるさとフェスティバル」を「多くの村民や、お盆で帰省

された方々の交流の場となるよう」企画・運営してみませんか。 

催日時及び場所 開 
平成21年8月14日（金） 
午前10時から午後9時までの時間帯 

日 

時 

ふるさと公園・河川公園 
（小沢田生涯学習センター隣接地） 

場 

所 

雨天の場合は、健康増進トレーニングセンター 
募資格 応 
　村内在住の社会人であること。 

込方法 申 
　応募用紙に記入のうえ、申込してください。（持参及び郵送のみ） 
　応募用紙は総務課にあります。また、ホームページからダウンロードできます。 

込募集期間 申 
　平成21年4月13日（月）から5月15日（金）必着 

考方法 選 
　村の選考委員会において内容を審査し、 
　適当と認める企画を採用します。 

い合わせ・応募申込先 問 

〒018－4494　北秋田郡上小阿仁村小沢田字向川原118番地 
　　　　　　　  TEL．0186－77－2221　FAX．0186－77－2221 
　　　　　　　  E-mail　soumu@vill.kamikoani.lg.jp

画・運営の採用の決定 企 
　5月下旬 

※団体でも個人でも応募することができます。 

ェスティバル開催のための村からの補助金 フ 
　250万円以内（提出された収支予算書により決定いたします。） 

募企画内容 応 
　応募者自らが企画し、運営するイベントであること。 

 

 
　雨天の場合のプログラムも用意しておくこと。 
　フェスティバル来場者が自由に見学できること。 
　営利活動、特定の宗教の普及又は特定の政党・政策の支援を目的としないこと。 
　（ただし、フェスティバル関連の商品販売は村が適当と認めた場合のみ許可します。） 
　特別な安全対策や警備措置を必要としないこと。 
　会場を損傷しないこと。 

※村民が参加できる内容が望ましい。また、恒例の「チビッコ魚つかみ」は 
　企画の中に入れてもらいたいこと。 

上小阿仁村役場総務課総務企画班 
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会　　　　場 部　落　名 曜日 開催月日 

長 信 田 交 流 セ ン タ ー 長 信 田     ( 火） 4 月14 日 

小 田 瀬 公 民 館 小 田 瀬     ( 水） 4 月15 日 

羽 立 集 会 施 設 羽 立     ( 木） 4 月16 日 

大 阿 瀬 公 民 館 大 阿 瀬     ( 金） 4 月17 日 

堂 川 公 民 館 堂 川     ( 月） 4 月20 日 

下 仏 社 多 目 的 集 会 施 設 下 仏 社     ( 水）     4 月22 日 

    上 仏 社 担 い 手 セ ン タ ー 上 仏 社     ( 金） 4 月24 日 

杉 花 交 流 セ ン タ ー 杉 花     ( 月） 4 月27 日 

い 樹 い 樹 交 流 セ ン タ ー 福 舘     ( 火） 4 月28 日 

小 沢 田 公 民 館 小 沢 田     ( 金） 5 月 1 日 

大 海 公 民 館 大 海     ( 木） 5 月 7 日 

沖 田 面 公 民 館 沖 田 面     ( 月） 5 月11 日 

大 林 公 民 館 大 林     ( 水） 5 月13 日 

南 沢 公 民 館 南沢 ・ 不動羅 ・ 中茂 ・ 八木沢     ( 月） 5 月18 日 

五 反 沢 児 童 館 下 五 反 沢     ( 水）     5 月20 日 

中 五 反 沢 公 民 館 中 五 反 沢     ( 木） 5 月21 日 

上 五 反 沢 公 民 館 上 五 反 沢     ( 金） 5 月22 日 

上
小
阿
仁
村
俳
句
教
室 

2日(月) ◇課長会議
3日(火) ◇３月定例会（３日～13日）
8日(日) ◇上小阿仁中学校卒業式
14日(土) ◇男女共同参画地域づくり

基礎講座
15日(日) ◇「万灯火の頃よ」全国カラオ

ケ大会
16日(月) ◇課長会議

◇北秋田市上小阿仁村病院組合
管理者会議（北秋田市）
◇誘致企業懇談会（能代市）

17日(火) ◇上小阿仁小学校卒業式
◇秋田県林業公社理事会

（秋田市）
18日(水) ◇社会福祉協議会理事会、評

議員会
19日(木) ◇北秋田市上小阿仁村生活環

境施設組合管理者会議、議
会定例会（北秋田市）
◇北秋田市上小阿仁村病院組
合議会定例会（北秋田市）

21日(土) ◇かみこあに保育園卒園式
24日(火) ◇米代川流域林業活性化協議

会（大館市）
◇行政協力員会議

25日(水) ◇秋田県貿易促進協会通常総
会（秋田市）

26日(木) ◇かみこあに観光物産㈱取締役会
◇秋田スギの家づくりネット
ワーク設立会議

27日(金) ◇法務省等との意見交換会
◇交通死亡事故ゼロ1000日達
成警察本部長顕彰伝達
◇秋田市地区かみこあに会

（秋田市）
29日(日) ◇村婦人会及び交通安全母の

会総会
30日(月) ◇課長会議

◇秋田内陸縦貫鉄道㈱臨時株
主総会（仙北市）

31日(火) ◇社会福祉協議会理事会

村長交際費（平成21年３月分）

○外国人講師宿泊他 11,550円　
○法務省 8,800円
○秋田市地区かみこあに会 16,000円
○職員退職者（花たば） 14,000円

村長の動静
（平成21年３月）

税
申
の
終
え
し
安
堵
や
笹
子
鳴
く

北
林
　
ミ
ネ

雲
の
間
に
の
ぞ
く
夕
日
や
春
彼
岸

福
岡
　
キ
ヌ

親
よ
り
も
婆
に
な
じ
む
娘
日
脚
伸
ぶ

鈴
木
美
津
子

一
人
居
の
母
へ
の
電
話
冬
ぬ
く
し

田
中
　
光
子

冬
嵐
た
ち
ま
ち
窓
を
汚
し
け
り

及
川
　
道
子

雪
け
む
り
町
を
つ
つ
み
て
ひ
ね
も
せ
り

鈴
木
る
り
子

黄
昏
へ
声
を
落
し
て
雁
帰
る

小
林
　
ミ
ツ

雨
の
降
る
静
か
な
朝
や
春
立
て
り

村
田
ミ
ツ
子

雪
解
水
こ
こ
ろ
あ
る
ご
と
庭
流
る

鈴
木
　
萌
山

平成21年度

部落座談会開催のお知らせ

平成21年度　部落座談会日程表

目　的 村で推進する行政施策の主旨説明や直接村民
の声（意見・要望）を聞き、今後の行政施策
に反映させることを目的とする。

対象者 全ての村民。

村からの出席者 村長、副村長、教育長及び課長。

◆開催時間 午後６時30分から１時間程度

４月１日（水）から 
　　　  ６月１日（月）まで 

固定資産課税台帳を縦覧しています 固定資産課税台帳を縦覧しています 固定資産課税台帳を縦覧しています 

住民福祉課　税務保険班 
電話 （77） 2221

○問い合わせ先 

○縦 覧 期 間 
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た
ば
こ
は
村
内
か
ら
買
い
ま
し
ょ
う

内　　　　　容 曜日 日 月 

土 1 1 4 

･ 秋田県知事選挙、県議会議員補欠選挙 日 1 2 

月 1 3 

･ 火ようクラブ（10 : 3 0 ～ / 保健センター） 
･ 部落座談会（18 : 3 0 ～ / 長信田交流センター） 

火 1 4 

･ 転倒予防教室（9: 3 0 ～ / 若者センター） 
･ 大海健康教室（10 : 0 0 ～ / 大海公民館） 
･ 部落座談会（18 : 3 0 ～ / 小田瀬へき地保健福祉館 ） 

水 1 5 

･ 未入園児交流会（10 : 0 0 ～ / 保健センター） 
･ 部落座談会（18 : 3 0 ～ / 羽立集会施設） 

木 1 6 

･ 転倒予防教室（9: 3 0 ～ / 若者センター） 
･ 長信田健康教室（10 : 0 0 ～ / 長信田交流センター） 
･ 羽立健康教室（13 : 3 0 ～ / 羽立集会施設） 
･ 部落座談会（18 : 3 0 ～ / 大阿瀬公民館） 

金 1 7 

土 1 8 

･ 全村一斉クリーンアップ 日 1 9 

･ 中五反沢健康教室（10 : 0 0 ～ / 中五反沢公民館） 
･ 大阿瀬健康教室（13 : 3 0 ～ / 大阿瀬公民館） 
･ やまふじ健康相談（～ 2 4 日まで） 
･ 部落座談会（18 : 3 0 ～ / 堂川公民館） 

月 2 0 

･ 介護予防教室（10 : 0 0 ～ / 若者センター） 
･ 堂川健康教室（10 : 0 0 ～ / 堂川公民館） 
･ 介護予防教室（13 : 3 0 ～ / 保健センター） 

火 2 1 

･ 転倒予防教室（9: 3 0 ～ / 若者センター） 
･ 水無健康教室（10 : 0 0 ～ / 水無公民館） 
･ 部落座談会（18 : 3 0 ～ / 下仏社多目的集会施設） 

水 2 2 

･ 上仏社健康相談（10 : 0 0 ～ / 上仏社担い手センター） 
･ 下仏社健康相談（13 : 3 0 ～ / 下仏社多目的集会施設） 

木 2 3 

･ 転倒予防教室（9: 3 0 ～ / 若者センター） 
･ ポリオ予防接種（15 : 0 0 ～ / 診療所） 
･ 部落座談会（18 : 3 0 ～ / 上仏社担い手センター） 

金 2 4 

土 2 5 

日 2 6 

･ 歩こう会（9: 0 0 ～ / 村外） 
･ 部落座談会（18 : 3 0 ～ / 杉花交流センター） 

月 2 7 

･ 火ようクラブ（10 : 3 0 ～ / 保健センター） 
･ 部落座談会（18 : 3 0 ～ / い樹い樹交流センター） 

火 2 8 

･ 昭和の日 水 2 9 

木 3 0 

･ 転倒予防教室（9: 3 0 ～ / 若者センター） 
･ 部落座談会（18 : 3 0 ～ / 小沢田公民館） 

金 1 5 

土 2 

･ 憲法記念日 日 3 

･ みどりの日 月 4 

･ 子どもの日 火 5 

･ 振替休日 水 6 

･ 部落座談会（18 : 3 0 ～ / 大海公民館） 木 7 

･ 開校記念日 
･ 歩こう会（10 : 0 0 ～ / 保健センター） 

金 8 

土 9 

日 1 0 

村の人口・世帯 

3月　慶弔だより 

（平成21年4月11日から平成21年5月10日まで）

村民カレンダー
平成21年３月末現在

●世帯数　　1,250世帯　（－01）

●人　口　　2,945人　　（－07）

● 男　　　1,400人　　（－03）

● 女　　　1,545人　　（－04）

●転　入　　0,014人　　（＋10）

●転　出　　0,018人　　（＋13）

（前月比）

＊おくやみ申し上げます＊

佐　藤　一　郎さん（85） 杉 風 荘

齊　藤　トミヱさん（90） 小 田 瀬

石　川　春　吉さん（71） 下五反沢

伊　藤　喜桃治さん（83） 杉 風 荘

岸　田　サチ子さん（86） 杉 風 荘

古紙配合率100％再生紙を使用しています 
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香典返し

齊　藤　由　直さん 小 田 瀬

畠　山　広　彦さん 羽　　立

佐　藤　正　幸さん 沖 田 面

佐　藤　政　廣さん 小 沢 田

岸　田　　洋　さん 沖 田 面

ありがとうございました 

善 意 
社会福祉協議会へ、温かい善意が寄せられました。 

３月中の、ふるさと納税「い樹い

樹かみこあに応援基金」に寄附いた

だいた方。

・谷々　正敏さん（仙台市）

10,000円
ありがとうございました。

累計件数 � 16件

累計金額 � 870,000円

応援基金にご寄付お待ちしており

ます。




